そめち が へ 

メ. 41 ダ 



さみだれ おもいきり ゆうべ おやみ 

時節 は 五月雨の まだ 思 切 悪く 昨夕より 小 止な く 降 

りて、 欞 子の 下に 四 足 踏 伸ばした る猫懶 くして 起た 

ん ともせず、 夜 更て酔 はされ し 酒に、 明 近くから ぐつ 

あさめし ひるめし かねき ち 

すり 眠り、 朝飯と 午 餉とを 一 つに 片付けた る兼吉 が、 

浴衣 脱 捨てて 引っ掛く る 衣 は 紺に あめ 入の 明 石、 

唐糯 子の 丸帯うる ささう に 締め 畢り、 何処か けんの あ 

まゆし か しぶ だま きんかん むすびが み 

る 顔の 眉蹙 めて、 四分珠 の金釵 もて 結髪 の 頭 を やけ 

に搔 き、 それ もこれ も 私が いつもの のんきで、 気が付 

かずに ゐ たからの 事、 人 を 恨む に は 当り ませぬ と、 

ながひばち タパ n の かみ いとまごい 

長火鉢の 前に 煙草 喫み ゐ るお 上に 暇 乞 して 帰らん と 

まちあい あさ くら 

する、 代地に 名うての 待合 朝 倉の 戸口 を 開けて、 つと 



しま じょうふ 

入り 来る は 四十 近いで つぶり 太った 男、 白の 縞 上布の 

かたびら ぇリ くつろ よりみち 

帷子の 襟 寛げて、 寄 道した お蔭に この 悪い 道 を 歩か 

ひとしお 

せられし ため 暑さ も 一入な り、 悪い といへば 兼 吉っぁ 

んの 顔色の 悪さ、 一通りの 事で はなさ さうな リ、 今 か 

ふしょう おれ I 

ら 帰る でも ある まじ、 不肖して 己に 附き合 ひ 喫み 直し 

て はと 遠慮な き 勧に、 お 上が 指図して 案内 さする は 

さんや 

一 一階の 六 畳、 三 谷さん なれば と 返事 待つ まで もな くお 

まん しばら さしむかい ふさ 

万に 口 を 掛け、 暫く は 差 向に て、 聞けば 塞ぐ も 無理 

ならず、 昨夕 は 御存じの 親方 呼びに 遣りし に、 詰らぬ 

もつ なに ひと とお リぃ いわけ 

行 掛リの 末 縫れ て、 何、 人 を、 そんなつ ひ 通の 分疏を 

聞く あたいだ とお 思 ひか、 帰るなら お帰りと 心強く い 



は あれ ど、 弟の 方に はしか もお 前の 友達の 小 花と いふ 

色が あるで はない か、 頼まれ もせぬ におれ から 言 ひ 出 

うわさ 

し、 今更ら 理窟 をい ふで はな けれど、 噂に 聞けば 小 花 

せいじ おぎえ ころ 

と 清 二と は、 商売 用で 荻 江の 内へ 往き 始めし 比、 いつ 

うえ まつ さば 

となく 出来た 仲 だと やら、 その上 松つ あんより は 捌け 

きまじめ お ぼっか 

てゐる やうで も、 あの 生真面目 さ 加減で は 覚束ない、 

じょうだん へんじ 

どうやら 常談 らしく もない お前の 返詞が おれの 腹に 

落ち 兼ねる、 お前 は 本当に 清さん を 呼ばせる 気 か、 は 

い 本当に 呼んで おもら ひ 申す 気で) J ざ います、 小 花 さ 

んに 済まぬ と は 私に も 熟く 分って をれ ど、 清さん なら 

と 思 ふも疾 うから なれば、 さうな る 日に は 小 花さん に 



えこれ はとい ひ 掛けし が、 これ は 小 花と 揃， 'と は 言 ひ 

くちごも わたしい 

兼ねて か 口籠る 愛らし さ、 ほんに 私 の 好い気な 事ね え、 

清さん に 話 をす るって ぼんやりして ゐて さ、 話と いふ 

の も 本当 は 大袈裟な 位と、 兼 吉の言 ひ 出す を 聞けば、 

この 雨の 曰の 退屈 まぎれ、 三 谷さん が 兼ち やん も 誰か 

呼んで 遊べと いひし に、 呼ぶ 人がない といったら 松つ 

あんで はどう だとの 事、 私が つ ひ 松つ あんより 清さん 

が 好い といった が 起、 小 花さん とい ふ ものの ある 清 

さんの 名 を 指した のが いかにも づ うづう しい、 どうで 

も 清さん と 寝かして 困らせて 遣る と 言 ひ 張り、 とうと 

う ここにお 前さん を 連れ 寄せて 済み ませね ど、 唯 少し 



ま 

の 間 横に だけな つて ゐて 下されば 好い とい ふ、 それで 

は 姉さん ほんのお 茶番な のね え、 三十 分もゐ たら^; い 

しわ 

のでせ うか、 ああ 好い ど こぢや あなく つてよ、 だが 皺 

になる と いけない からこの 浴衣 だけ はお 着なさい よ、 

しごき 

私 も 着かへ るから と 扱ば かりに なれば、 清 ニ郎は 

はおり さっき 

羽織 を 脱ぎながら 私 や あ 急いで 来たせ ゐか、 先刻から 

のど もら 

咽が 乾いて なり ませぬ、 ラムネが 貰へ るなら 姉さん 下 

へ さう い つて 下されと いふ 故兼吉 すぐに 廊下に 出て 

おりぐち あつら 

降 口より 訛 へる を、 かの 六 畳から お 万が 見ゐ たり、 二 

人 は 一 間に 籠り ゐて、 ラムネの 来し をば 兼 吉が取 入れ 

ま きた 

つつ、 暫 しあり て 清 ニ郎は 湯に とて 降りて 復た 来らず、 



三 谷さん の 手前 湯に とい はせ て 返し 候へば、 清さん は 

ひまつぶ 

何ともお 思 ひな さる まじく 飛んだ 隙 潰し をした などと 

申し をら れ候ふ 事と 存じ 候、 この 始末 後に て 考へ候 ふ 

に、 私に 罰で も 当った のかお 前 様の Arf が 通って ゐた 

つたな わき ま 

のか、 拙き 心に は 何とも 弁へ がた く 候、 この 文 差 上 

よ お ぼっか 

げ候ふ 私の 心お 前 様に 熟く 分リ候 はんや 覚束なく 候へ 

ども、 先 ほど 申し 候 ふ 通 それ はどうで も 宜しく、 ただ 

お前 様が 清さん を 大事に して さ へ お上げな され 候 はば、 

ほか うらや 

私の 願 も その外に は ござな く 候、 返す返す も 羨まし 

き は 清さん の やうな 人 をお 持な され 候 ふお 前 様の 身の 

上に て、 たと ひどの やうに 憂いつ らいと 思 ふ 事 ありと 
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